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（例）

2個の○、2個の△、3個の□をすべて並べる場合の数を考えよう。

この 7個の記号を並べる場所を用意する。7か所から○が入る 2か所を選ぶ。この場合の

数は 27C 通りである。残りの 5か所から△が入る 2か所を選ぶ。この場合の数は、○の入

る場所の選び方それぞれに対し 25C 通りである。残りの場所には□が入ることになる。よ

って、並べ方の総数は
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である。

上の例において、並べ方の総数は
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と表すことができる。これは、並べるものの種類が、2種類あるいは 4種類以上になっても同

じである。

（例）

（１）

2個のＡ、3個のＢをすべて並べる並べ方の総数は

10
!3!2
!5
 通り （ 25C でも同じである。）

である。

（２）

2個のＡ、2個のＢ、3個のＣ、4個のＤをすべて並べる並べ方は

69300
!4!3!2!2

!11
 通り （ 3729211 CCC  でも同じである。）
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（例）

図の実線は道を表している。この道を通って、地点Ａから地点Ｂまで行く最短経路の場合

の数を調べよう。

赤で示した経路は最短経路の一つである。右へ進むことを→、上へ進むことを↑で表せば、

この経路は↑→→→↑→↑の順に進んでいることになる。このようにして、経路に対して、

4個の→、3個の↑をすべて並べた順列を考えることができる。逆に、4個の→、3個の↑

をすべて並べた順列に対し、それに対応する経路を考えることができる。例えば→→↑↑

→↑→に対応するのは、青で示した経路である。

よって、最短経路の総数は、4 個の→、3個の↑をすべて並べる順列の総数に等しい。そ

れは
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 通り

である。
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